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揖斐川町人事行政の運営等の状況をお知らせします。（平成24年度）
１　職員の任免及び職員数に関する状況
・職員数（単位：人）

区　　分
平成 24年
4月 1日
職員数

平成 24年度中 平成 25年
4月 1日
職員数採用者数 退職者数

一般行政職 230 2 13 219
医　療　職   10   10
保健師・栄養士   16   16
保　育　士   49 3   3   49
技能労務職   29   4   25
合　計 334 5 20 319
注： 教育長及び県職員を除き、外郭団体派遣職員を含む

ため、定員管理実態調査と合致しません。

２　職員の給与の状況
（1）1人あたりの支給額（平成24年4月1日現在）（単位：円）
区　　分 平均給料月額
一般行政職 321,623
技能労務職 222,717

（2）初任給基準（単位：円）
区　　分 大　卒 短大卒 高　卒 中　卒
一般行政職 172,200 152,800 140,100 －
技能労務職 － － 137,200 129,200
区　　分 博士課程卒 大学 6卒
医　　師 323,600 －
歯科医師 － 237,700
区　　分 短大 3卒 短大 2卒 准看護士養成所卒
看  護  師 188,900 180,500 －
准看護師 － － 153,300

（3）手当制度の状況
区　　分 名　　称　　等

手当の種類

扶養手当・通勤手当・住居手当・管理職手当・
時間外勤務手当・休日勤務手当・期末手当・
勤勉手当・寒冷地手当・宿日直手当・医師
手当・老人福祉施設勤務手当・初任給調整
手当

３　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
（1）勤務時間
区　　分 勤　務　時　間　等

勤務を
要する曜日

毎週月曜日から金曜日までの週 5日間
（ 祝日法による休日および 12 月 29 日から
1月 3日を除く）

1日当たり
の勤務時間

午前 8時 30分から午後 5時 30分まで
休憩時間を除く、実質 8時間勤務

注：職種や職場によって異なります。

（2）休暇制度
　※ 使用実績は、平成 24 年 1 月 1 日～平成 24 年 12 月

31日の期間
休暇の種類 休暇日数等 使用実績
年次有給
休暇

1年につき 20日付与（繰越、
採用時期等により変動あり）

平均取得日数
  8.6 日

特別休暇 産前産後、結婚休暇、介護休暇等有り

（3）育児休業
区　　　分 男性職員 女性職員 計

平成 24 年度中に新たに育児
休業を取得した職員 3 3

平成 23 年度中から引き続き
育児休業を取得している職員 5 5

４　職員の分限及び懲戒処分の状況
（1）処分者数（単位：人）

処分の内容 処分者数 処分事由
分限処分（休職） 3 病気のため
懲戒処分 0

５　職員の服務の状況（単位：人）
区　　　分 違反者数

命令に従う義務 0
信用失墜行為の禁止 0
秘密を守る義務 0
職務に専念する義務 0
政治行為の制限 0
争議行為等の禁止 0
営利企業従事制限 0

６　職員研修及び勤務成績評定の状況
（1）職員研修の実施状況（単位：人）

研 修 区 分 受講者数累計
研修センター研修   64
自主研修 308
各種専門研修   14
派遣研修     9
その他の研修 246

計 641

（2）勤務成績の評定状況
区　分 基準日 評定等内容

人事評価 10月 1日 新人事評価の試行実施（実績、意識、能力による評価）

７　職員の福祉及び利益の保護の状況
（1）福利厚生制度に関する状況
区　分 受診者数 内　　容　　等
総合健診 317 年代別総合健康診断

（2）公務災害補償制度
加入団体 災害件数 災害の概要

地方公務員災害補償基金
岐阜県支部 1 地方公務員の公務上の

災害
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７
月
10
日
に
第
４
回
揖
斐
川
町
議
会

臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、
次
の
議
案
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
開
会
に
先
立

ち
林
議
長
か
ら
、
東
ア
ジ
ア
カ
ッ
プ
大

会
に
つ
い
て
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
礼
の

こ
と
ば
が
あ
り
ま
し
た
。（
後
記
）

議
決
案
件

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

 

揖
斐
川
右
岸
農
集
事
業 

Ｈ
25

－

１
処

理
施
設
土
木
工
事

　

契
約
金
額 

１
億
７
３
２
５
万
円

《
お
礼
の
こ
と
ば
》

　

東
ア
ジ
ア
カ
ッ
プ
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
国
際
大
会
の
開
催
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
町
民
の
皆
さ
ん
に
、
揖
斐
川

町
議
会
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

去
る
７
月
４
日
か
ら
７
日
ま
で
の
４
日

間
、
健
康
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
こ

の
大
会
の
期
間
中
、
猛
暑
の
中
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
大
勢
の
町
民
の
皆
さ
ん
が

ス
タ
ン
ド
を
埋
め
て
観
戦
を
さ
れ
、
大

い
に
大
会
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

各
国
の
選
手
、関
係
者
の
方
々
か
ら
、

皆
さ
ん
の
声
援
が
力
に
な
っ
た
と
喜
び

の
声
が
届
い
て
お
り
ま
す
。

　

揖
斐
川
町
で
の
初
め
て
の
国
際
大
会

が
こ
の
よ
う
に
成
功
の
う
ち
に
無
事
に

終
了
し
ま
し
た
こ
と
、
重
ね
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

７
月

　

５
日　

第
４
回
議
会
運
営
委
員
会

　

10
日　

第
４
回
臨
時
会

 

国
民
健
康
保
険
の
お
知
ら
せ

■�

新
し
い
保
険
証
を
９
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す

　

新
し
い
国
民
健
康
保
険
証
を
、
９
月
下

旬
に
各
ご
家
庭
に
郵
送
し
ま
す
。
保
険
証

が
届
き
ま
し
た
ら
、
住
所
、
氏
名
な
ど
記

載
内
容
を
確
認
し
て
大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。

　

今
回
お
届
け
す
る
保
険
証
が
使
え
る
の

は
、
10
月
か
ら
で
す
。

　

な
お
、期
限
切
れ
の
保
険
証
は
、ハ
サ
ミ

を
入
れ
る
な
ど
し
て
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

■
保
険
証
は
簡
易
書
留
郵
便
で
送
付
し
ま
す

　

普
通
郵
便
の
よ
う
に
郵
便
物
を
各
ご
家

庭
の
郵
便
受
け
に
入
れ
る
の
で
は
な
く
、

郵
便
局
の
配
達
員
が
直
接
お
届
け
し
ま
す

の
で
、
受
け
取
り
時
に
受
領
印
な
ど
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

■
ご
不
在
の
場
合

　

保
険
証
配
達
時
に
ご
不
在
の
場
合
は
、

郵
便
局
員
が
「
不
在
連
絡
票
」
を
置
い
て

い
き
ま
す
。
受
け
取
り
方
な
ど
は
、「
不

在
連
絡
票
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
郵
便
局
で
の
保
管
期
限
が
過
ぎ
た
場
合

　

郵
便
局
で
の
保
管
期
限
が
過
ぎ
た
場

合
、
保
険
証
は
役
場
に
戻
り
ま
す
。
保
管

期
限
経
過
後
は
、
お
使
い
の
保
険
証（
期

限
切
れ
の
も
の
）を
ご
持
参
の
う
え
、
役

場
住
民
課
ま
た
は
お
住
ま
い
の
地
域
の
振

興
事
務
所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■�

国
民
健
康
保
険
税
の
支
払
い
が
遅
れ
て

い
る
方
は

　

保
険
税
は
、
医
療
費
に
あ
て
ら
れ
る
貴

重
な
財
源
で
す
。
そ
の
た
め
滞
納
す
る
と

短
期
被
保
険
者
証（
通
常
よ
り
有
効
期
間

が
短
い
保
険
証
）が
交
付
さ
れ
る
ほ
か
、
受

け
ら
れ
る
制
度
の
制
限
を
受
け
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
３
期（
平
成
25
年
７
月
31
日
納

付
期
限
）ま
で
の
保
険
税
の
支
払
い
が
遅
れ

て
い
る
世
帯
の
方
は
、そ
の
旨
を
同
時
期

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
役
場
住
民
課
ま
た

は
各
振
興
事
務
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
保
険
証
の
有
効
期
限

　

平
成
25
年
10
月
１
日
か
ら
平
成
26
年
９

月
30
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
そ
の
他

　

会
社
に
勤
め
た
り
、
勤
め
て
い
る
方
の

扶
養
に
な
っ
た
り
と
、
社
会
保
険
な
ど
に

加
入
さ
れ
た
場
合
、
役
場
に
届
出
を
さ
れ

な
い
と
二
重
に
保
険
税
を
支
払
う
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
現
在
、
社
会
保
険

な
ど
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
で
国
民
健
康

保
険
の
保
険
証
が
届
い
た
方
は
、
ご
加
入

の
社
会
保
険
の
保
険
証
と
届
い
た
国
民
健

康
保
険
の
保
険
証
、
ご
印
鑑
を
お
持
ち
の

う
え
、
役
場
ま
た
は
振
興
事
務
所
で
資
格

の
切
り
替
え
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

保
険
証
を
お
受
け
取
り
に
な
ら
れ
ま
し

た
ら
、十
分
に
ご
確
認
い
た
だ
き
、お
気
づ

き
の
こ
と
は
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
住
民
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

専
業
主
婦（
夫
）の
年
金
が
改
正

さ
れ
ま
し
た

　

平
成
25
年
７
月
１
日
か
ら
専
業
主
婦
の

年
金
が
改
正
さ
れ
、
会
社
員
の
夫
が
退
職

し
た
際
な
ど
に
年
金
の
切
り
替
え
の
手
続

き
が
遅
れ
た
り
ま
た
は
漏
れ
て
い
た
た
め
、

保
険
料
が
未
納
と
な
っ
て
い
る
主
婦
が
手

続
き
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
年
金
の
受
け

取
り
が
可
能
に
な
っ
た
り
、
年
金
額
を
増

や
す
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■�

「
主
婦
年
金
か
ら
の
切
り
替
え
の
手
続

国民健康保険
被保険者証

記号番号

有効期限

イビガワ　タロウ

※※※※※※

揖斐川　太郎

※※　※※

昭和※※年※※月※※日
揖斐郡揖斐川町※※※※※

平成※※年※※月※※日
平成 2　5 年 1　0 月　1日

男

0 0 ※ ※ ※ ※ ※

平成 2　6 年　９ 月 3　0日

被保険者

世帯主氏名
資格取得日
交付年月日
保険者番号

氏　名

性　別 生年月日

住　所

議
会
だ
よ
り
臨
時
会

議
会
活
動
報
告
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が
２
年
以
上
遅
れ
た
こ
と
が
あ
る
方

は
、
今
す
ぐ
手
続
き
を
！
」

　

原
則
と
し
て
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
す

べ
て
の
人
が
「
年
金
」
に
加
入
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

夫（
第
２
号
被
保
険
者
）に
扶
養
さ
れ
て
い

る
妻（
専
業
主
婦
：
第
３
号
被
保
険
者
）は
、

保
険
料
を
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
夫
が
退
職
し
た
場
合
や
妻
自

身
の
年
収
が
増
え
た
と
き
な
ど
は
、
手
続

き（
第
３
号
被
保
険
者
か
ら
第
１
号
被
保

険
者
へ
の
変
更
手
続
）を
し
て
、
保
険
料

を
納
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
手
続
が
２
年
以
上
遅
れ
た
こ
と
が

あ
る
方
は
、
２
年
以
上
前
の
保
険
料
を
納

付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
保
険
料

の
「
未
納
期
間
」
が
発
生
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
専
業
主
婦
の
年
金
が
改
正

さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
方
は
手
続
き
を
す
る

こ
と
に
よ
り
、「
未
納
期
間
」
を
「
受
給

資
格
期
間
」
に
算
入
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

■�

妻
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
夫
が
専
業
主
夫

の
場
合
も
同
様
で
す
。

＊ 

手
続
き
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
無
年
金

や
年
金
の
減
額
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、老
齢
年
金
だ
け
で
は
な
く
、

万
一
の
時
の
障
害
年
金
な
ど
の
受
給
権

の
確
保
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

＊
保
険
料
納
付
で
年
金
額
ア
ッ
プ
！

　

 

手
続
き
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
来
は

さ
か
の
ぼ
っ
て
払
う
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
期
間
の
保
険
料
を
納
付
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す（
最
大
10
年
分
）。
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
に
よ
り
、
年
金
額
が

増
え
ま
す
。

　

平
成
27
年
４
月
か
ら
保
険
料
の
納
付
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
手
続
き
を
さ

れ
た
方
に
、
平
成
27
年
４
月
に
向
け
て
保

険
料
納
付
の
ご
案
内
を
郵
送
す
る
予
定
で

す
。

　

詳
し
く
は
、
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
０
５
７
０（
０
１
１
）０
５
０
ま
た

は
お
近
く
の
年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

大
垣
年
金
事
務
所

　

℡
０
５
８
４

－

７
８

－
５
１
６
６

　

揖
斐
川
町
役
場
住
民
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
２
１
３
）

 

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

①
緑
ヶ
丘
住
宅　

２
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
和
田
３
８
６

　

・
建
設
年
度　

昭
和
61
年
度

　

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

１
台

　

・
家
賃　

１
６
４
０
０
円
～

　

・
そ
の
他　

 

浴
槽
、風
呂
が
ま
は
入
居
者

の
持
ち
込
み
に
な
り
ま
す
。

②
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
長
瀬　

１
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
谷
汲
長
瀬
９
２
９

　

・
建
設
年
度　

平
成
７
年
度

　

・
木
造
２
階
建　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

２
台

　

・
家
賃　

３
２
８
０
０
円
～

③
川
上
住
宅　

１
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
坂
内
川
上
１
４
０
２

　

・
建
設
年
度　

平
成
11
年
度

　

・
木
造
２
階
建　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

１
台

　

・
家
賃　

２
１
６
０
０
円
～

■
敷
金　
　

家
賃
の
３
ヶ
月
分

■
入
居
条
件

 

・ 

市
町
村
民
税
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
納

付
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

 

・ 

現
在
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族
（
婚
約
者
含
む
）
が
あ
る
こ
と
。

 

・ 

家
賃
の
他
に
共
益
費（
上
下
水
の
使
用

料
共
用
部
分
の
電
気
料
な
ど
）が
必
要

で
す
。

 

・
所
得
条
件
あ
り

※
詳
し
く
は
窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間

　

９
月
２
日（
月
）～
９
月
17
日（
火
）

■
入
居
予
定
日

　

平
成
25
年
10
月
下
旬
を
予
定

【
お
問
い
合
せ
】

　

揖
斐
川
町
役
場
建
設
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
３
１
３
）

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に
下

水
道
接
続
を
お
願
い
し
ま
す

　

二
十
一
世
紀
は
環
境
の
世
紀
と
も
い
わ

れ
、大
気
汚
染
や
水
質
汚
濁
な
ど
、環
境
保

全
に
つ
い
て
住
民
の
関
心
も
高
く
、家
庭

ゴ
ミ
の
分
別
収
集
、
公
害
防
止
策
、資
源

の
リ
サ
イ
ク
ル
等
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
尿
の
水
洗
化
は
進
ん
で
い
ま
す
が
、家

庭
生
活
の
雑
排
水
に
よ
る
河
川
、海
等
の

水
質
汚
濁
が
進
ん
で
い
ま
す
。下
水
道
は
、

す
べ
て
の
水
を
き
れ
い
に
し
て
川
へ
返
す

こ
と
に
よ
り
、住
み
よ
い
生
活
環
境
の
町
づ

く
り
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。

　

一
人
一
人
が
、
快
適
な
生
活
を
送
る
た

め
の
努
力
と
共
に
、
子
孫
の
た
め
に
残
す

価
値
の
高
い
資
産
と
し
て
、
下
水
道
施
設

は
必
要
不
可
欠
な
施
設
で
す
。

　

ま
た
、
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
処

理
場
か
ら
の
汚
泥
は
、
肥
料
の
原
料
と
な

り
、
農
地
に
還
元
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

揖
斐
川
町
の
環
境
改
善
を
促
進
す
る
た

め
、下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

宅
内
配
管
工
事（
排
水
設
備
工

事
）に
つ
い
て

　

下
水
道
工
事
が
完
了
し
て
供
用
開
始
と

な
る
と
、
個
人
の
敷
地
内
に
設
置
し
た
公

共
マ
ス
に
、
家
庭
か
ら
の
雑
排
水
を
繋
ぐ

宅
内
配
管
工
事
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

秋の全国交通安全運動
9月21日（土）～30日（月）

【スローガン】
「地域ぐるみで守ろう
  お年寄りと子ども」
【運動の重点】
・ 夕暮れ時と夜間に歩行中・自転
車乗車中の交通事故防止
・ 全ての座席のシートベルトとチャ
イルドシートの正しい着用の徹底
・飲酒運転の根絶
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こ
れ
は
、
各
家
庭
の
ト
イ
レ
の
水
と
家

庭
雑
排
水（
台
所
、風
呂
、洗
面
所
、洗
濯

な
ど
の
水
）を
下
水
道
施
設
に
流
す
た
め

の
工
事
で
、排
水
設
備
工
事
と
い
い
ま
す
。

　

こ
の
排
水
設
備
工
事
は
、
補
助
の
対
象

で
は
な
く
個
人
負
担
に
な
り
ま
す
。
工
事

費
に
つ
い
て
は
、
各
家
庭
の
状
況
が
違
う

の
で
排
水
設
備
工
事
の
町
登
録
業
者
の
見

積
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
雨
水
は
分
離

　

揖
斐
川
町
の
下
水
道
は
分
流
式
な
の

で
、
雨
水
を
繋
ぐ
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

排
水
設
備
工
事
で
、
雨
水
等
の
水
を
繋
が

な
い
で
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
下
水
道
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１

 

全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人

権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週
間
に
お

け
る
電
話
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

　

高
齢
者
、
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
で
、

だ
れ
に
も
打
ち
明
け
る
こ
と
の
で
き
な
い

悩
み
を
抱
え
て
お
ら
れ
る
方
な
ど
、
ど
な

た
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
日
時　

 

９
月
10
日（
金
）～
16
日（
日
）ま

で
の
７
日
間

　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
は
８
時
30
分
か
ら

午
後
７
時
ま
で

　

土
・
日
曜
日
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で

【
相
談
先
】

　

人
権
擁
護
委
員（
法
務
局
職
員
）

　

℡
０
５
７
０

－

０
０
３

－

１
１
０

 

国
際
交
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！

　

揖
斐
川
町
で
は
国
際
交
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
ま
す
。
11
月
に
開
催
さ
れ
る

い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
で
マ
ラ
ソ
ン
交
流
を

し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ユ
タ
州
セ
ン

ト
ジ
ョ
ー
ジ
市
の
皆
さ
ん
を
お
も
て
な
し

し
ま
せ
ん
か
？
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

■
募
集
内
容

　

○
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

○
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

■
期
間（
予
定
）

　

11
月
７
日（
木
）～
11
月
12
日（
火
）

■
応
募
締
切　

９
月
30
日（
月
）

※ 

通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
都
合
の
よ
い

日
時
の
み
で
も
結
構
で
す
。

※ 

募
集
対
象
は
、
揖
斐
川
町
在
住
の
方
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
政
策
広
報
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
１
８
２
）

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。揖
斐
川
町
在
住
で
、

　
　
岩い
わ

手て

県け
ん

大お
お

槌つ
ち

町ち
ょ
う

　

先
月
号
か
ら
連
載
を
ス
タ
ー
ト
し
た

「
被
災
地
か
ら
の
活
動
レ
ポ
ー
ト
」
今

月
は
、
大
槌
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
漁

業
の
現
状
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　

岩
手
県
大
槌
町
は
、
古
く
か
ら
漁
業

が
盛
ん
な
町
で
す
。
海
に
面
し
て
い
る

の
で
、
漁
業
関
係
の
仕
事
を
生
業
と
し

て
い
る
人
も
多
く
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
に
は
、
揖
斐
川
町
で
は
ほ
と
ん

ど
見
か
け
な
い
よ
う
な
海
産
物
が
店
頭

に
並
ん
で
い
ま
す
。
夏
が
旬
の
海
産
物

は
、
ウ
ニ
、
ホ
ヤ
、
ホ
タ
テ
、
マ
グ
ロ
、

マ
ン
ボ
ウ
な
ど
で
す
。

　

海
産
物
が
豊

富
に
と
れ
る
大

槌
町
の
「
町
の

魚
」
は
、
鮭サ

ケ

で

す
。
サ
ケ
が
町

内
の
河
川
を
産

卵
の
た
め
に
上
っ
て
く
る
の
は
秋
。
町

内
の
ふ
化
施
設
で
生
育
さ
れ
る
サ
ケ

の
稚
魚
は
、
町
内
の
河
川
に
放
流
さ

れ
、
海
で
成
長
し
、
産
卵
の
た
め
、
数

年
後
に
ふ
る
さ
と
の
河
川
に
帰
っ
て
き

ま
す
。
大
槌
町
で
は
、
秋
サ
ケ
定
置
網

漁
と
水
産
加
工
業
で
サ
ケ
を
活
用
し
、

ま
さ
に
大
槌
町
の
産
業
の
基
盤
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
大
槌
町
と
サ
ケ
と
の
歴

史
は
古
く
、
江
戸
時
代
に
は
、
産
卵
期

が
近
づ
い
て
鼻
が
独
特
な
カ
ギ
状
に
曲

が
っ
た
サ
ケ
の
雄
の
成
魚
を
冬
の
寒
風

に
さ
ら
し
、
塩
引
き
し
た
「
南な

ん

部ぶ

鼻は
な

曲ま
が

りり

鮭ざ
け

」
が
有
名
と
な
り
ま
し
た
。
現
在

も
、「
新あ

ら

巻ま
き

鮭じ
ゃ
け」
と
し
て
、
お
も
に
歳

末
の
贈
答
用
に
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
東
日
本
大
震
災
の
津
波
は
、

こ
の
サ
ケ
の
ふ
化
施
設
に
も
壊
滅
的
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
大
槌
町
で

は
、
国
の
補
助
金
を
活
用
し
て
早
期
に

施
設
を
復
旧
さ
せ
る
た
め
、震
災
に
よ
っ

て
人
的
・
物
的
に
壊
滅
的
な
被
害
を
受

け
た
漁
協
か
ら
、
津
波
で
損
壊
し
た
魚

市
場
、
製
氷
・
貯
氷
施
設
、
サ
ケ
ふ
化

場
の
３
施
設
を
無
償
で
譲
り
受
け
、
現

在
、
施
設
整
備
を
含
め
た
「
官
設
民
営
」

に
よ
る
復
旧
を
目
指
す
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
鮭サ

ケ

を
ふ
る
さ
と
に
取

り
戻
す
こ
と

は
、
大
槌
町
に

と
っ
て
、
復
興

の
象
徴
の
１
つ

に
な
っ
て
い
ま

す
。

被災した漁協の建物

地盤沈下した大槌漁港

派遣職員
主査 菅原昌志

被
災
地
か
ら
の
活
動
レ
ポ
ー
ト
②
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60
歳
以
上
の
働
く
意
欲
の
あ
る
方
、
当
人

材
セ
ン
タ
ー
の
趣
旨
に
賛
同
し
て
く
だ
さ

る
方
が
対
象
で
す
。

　

定
年
を
迎
え
た
方
、
家
業
を
子
供
に
任

せ
た
が
ま
だ
家
に
閉
じ
こ
も
る
の
も
早

い
、
と
考
え
て
お
ら
れ
る
方
の
豊
富
な
経

験
や
能
力
を
、
こ
の
ま
ま
埋
も
れ
さ
せ
て

し
ま
う
の
は
、
社
会
の
た
め
に
も
非
常
に

惜
し
い
こ
と
で
す
。

　

こ
う
し
た
能
力
や
経
験
、
趣
味
な
ど
を

活
か
し
て
、
社
会
の
た
め
に
還
元
し
た
い

と
考
え
て
お
ら
れ
る
方
の
た
め
に
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
そ
の
お
手
伝

い
を
し
て
い
ま
す
。

お
仕
事
の
依
頼
受
付
ま
す

　

自
分
で
は
、
出
来
な
い
が
プ
ロ
に
頼
む

ま
で
も
な
い
よ
う
な
事
等
お
困
り
の
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。
得
意
な
会
員
が
、「
親
切
・

丁
寧
・
信
頼
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
対
応
い
た

し
ま
す
。

（
仕
事
例
） 

畑
仕
事　

家
事
援
助　

草
刈

り
・
草
取
り　

剪
定　

襖
・

障
子
貼
り　

宛
名
書
き　

事

務
・
受
付　

な
ど

■
９
月
の
事
業
及
び
入
会
説
明
会

　

９
月
３
日（
火
）17
日（
火
）午
前
10
時
～

　
（ 

一
時
間
半
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。
事
前

に
申
し
込
み
を
し
て
下
さ
い
。）

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

 （
公
社
）揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

℡
２
３

－

０
９
０
７

　
（
平
日
）月
～
金
曜
日

　
　
　
　

８
時
30
分
～
17
時

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

「
揖
斐
川
町
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
」総

会
及
び
講
演
会
の
開
催
に
つ
い
て

　
「
揖
斐
川
町
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
」
は
、

町
内
に
お
住
ま
い
の
知
的
・
発
達
障
が
い

の
あ
る
方
の
親
が
、
総
会
、
お
楽
し
み
会
、

講
演
会
等
を
通
じ
て
日
頃
の
悩
み
等
を
解

消
し
、
お
互
い
の
知
識
を
高
め
て
い
く
こ

と
を
目
標
と
し
て
活
動
し
て
い
る
会
で
す
。

　

今
年
度
は
、
左
記
の
と
お
り
総
会
及
び

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
の
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

こ
の
講
演
を
お
聞
き
に
な
り
た
い
方
や

入
会
希
望
の
方
、
ま
た
、
質
問
等
が
あ
る

方
は
左
記
ま
で
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

９
月
８
日（
日
）
10
時
よ
り

■
場
所　

揖
斐
公
民
館

 

（
揖
斐
川
町
三
輪
４
４
３
番
地
）

■
講
演
テ
ー
マ

　
《「
親
な
き
後
」を「
親
の
あ
る
時
か
ら
」》

■
講
師

　

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー　

ぱ
あ
と
な
あ
岐
阜

　
　
　
　

春か
す
み見　

鉄て
つ

男お　

先
生

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会

　

代
表　

牧ま
き

村む
ら

光み
つ

子こ

　

℡
２
２

－

５
０
６
７

【注意】揖斐川町以外でも、全国の自治体で様々な情報伝達試験が実施されます。

◆全国瞬時警報システム（Ｊ－ＡＬＥＲＴ）とは

　このシステムは、すぐに対処が必要な地震、津波や武力攻撃などの緊急情報について、国から町へ人
工衛星などを通じて瞬時に配信されるシステムで、皆さんのご家庭にある音声告知放送を自動的に起動
して警報をお伝えするものです。

【お問い合せ先】揖斐川町役場総務課　℡２２－２１１１

9月11日（水）11時00分頃と11時30分頃の2回実施します。
　揖斐川町では、地震や武力攻撃などの災害時に、全国瞬時警報システム（Ｊ

ジェイ

－Ａ
ア ラ ー ト

ＬＥＲＴ）から送られてくる
国からの緊急情報を、音声告知放送システムを用いて皆さんへお伝えするシステムを導入していますが、上
記日程により緊急情報伝達手段の試験を行います。

○揖斐川町が実施する試験は次のとおりです。

【音声告知放送による放送】
　各家庭の音声告知端末及び屋外スピーカーから、以下内容で放送が行われます。
≪放送内容≫
　「これは、試験放送です。」×３＋「こちらは、防災揖斐川町です。」＋チャイム

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

広
報
い
び
が
わ
８
月
号
の
ま
ち
の
話

題（
３
ペ
ー
ジ
）写
真
の
説
明
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
お
詫
び
し
、
次

の
と
お
り
訂
正
し
ま
す
。

（
正
）ポ
ン
プ
車
の
部
優
勝　

小
島
分
団

（
誤
）ポ
ン
プ
車
の
部
準
優
勝　

小
島
分
団

 

音声告知放送などを用いた全国一斉の緊急情報の伝達試験について
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第
四
回　

芸
能
の
夕
べ
開
催

　

９
月
７
日（
土
）三
輪
神
社
境
内
に
あ
る

舞
殿
を
お
か
り
し
て
「
第
４
回
芸
能
の
夕

べ
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

私
た
ち
の
住
む
ま
ち
を
た
の
し
い
ま
ち

に
元
気
な
ま
ち
に
と
願
っ
て
地
元
の
女
性

有
志
で
立
ち
上
げ
ま
し
た
芸
能
の
夕
べ
実

行
員
会
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

境
内
に
あ
る
舞
殿
を
ス
テ
ー
ジ
に
二
胡

奏
者
汪
成
さ
ん
の
心
に
し
み
る
美
し
い
音

色
や
徳
山
弦
泉
さ
ん
の
力
強
い
津
軽
三
味

線
な
ど
、
初
秋
の
ひ
と
と
き
に
美
し
い
演

奏
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
時　

９
月
７
日（
土
）

 

18
時
30
分
か
ら
20
時

■
場
所　

三
輪
神
社
境
内
舞
殿

　
（
雨
天
の
場
合
は
揖
斐
小
学
校
体
育
館
）

■
出
演

　

 

汪
成（
二
胡
）　

徳
山
弦
泉（
現
代
津
軽

三
味
線
）　

浅
野
未
希（
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
）

　

地
元
商
店
の
屋
台
も
あ
り
ま
す

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

芸
能
の
夕
べ
実
行
委
員
会（
担
当
長
屋
）

　

℡
２
２

－

０
４
３
８

 

市
民
公
開
講
座

　

揖
斐
郡
高
血
圧
セ
ミ
ナ
ー

～
食
塩
を
減
ら
し
て
高
血
圧
を
防
ご
う
～

　
　
ウ
デ
を
ま
く
ろ
う
、

　
　
　
ニ
ッ
ポ
ン
！
in
揖
斐

　

揖
斐
厚
生
病
院
の
医
師
や
岐
阜
大
学
の

教
授
が
血
圧
に
つ
い
て
講
演
し
ま
す
。
こ

の
機
会
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
時　

９
月
29
日（
日
）

 

14
時
～
16
時（
会
場
は
13
時
）

■
場
所　

谷
汲
サ
ン
サ
ン
ホ
ー
ル

　
講
演（
テ
ー
マ
）

　

・
高
血
圧
と
心
臓
病

　
　

揖
斐
厚
生
病
院
内
科
医
長

 

河
合　

隆
雄　
氏

　

・
高
血
圧
と
脳
卒
中

　
　

揖
斐
厚
生
病
院
内
科
医
長

 
中
川　

宗
大　
氏

　

・
お
い
し
く
、
や
さ
し
く
減
塩
方
法

　
　

揖
斐
厚
生
病
院
栄
養
科

 

髙
井
美
帆
子　
氏

　
特
別
講
演

　

・
食
塩
と
高
血
圧

　
　

岐
阜
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科

　
　

循
環
・
呼
吸
病
態
学　

教
授

 

湊
口　

信
也　
氏

■
そ
の
他　

入
場
無
料　

予
約
不
要

　

血
圧
計
が
も
ら
え
る
抽
選
会
も
実
施

【
お
問
い
合
せ
】

　

揖
斐
厚
生
病
院
総
務
課

　

℡
２
１

－

１
１
１
１

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

ク
リ
ニ
ッ
ク
Ｉ
Ｂ（
ア
イ
ビ
ー
）主
催

健
康
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
に
つ
い
て

　

当
法
人
で
は
地
域
に
根
差
し
た
医
療
を

目
指
し
、
皆
様
の
健
康
増
進
と
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
生
き
生
き
と
暮
ら
し

続
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
こ
れ
ま
で
に
も

ク
リ
ニ
ッ
ク
Ｉ
Ｂ
健
康
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て

開
催
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
「
生
活
習
慣
病
に
つ
い
て
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
無
料
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

皆
様
の
サ
ポ
ー
ト
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

『
平
成
25
年
度
第
２
回
健
康
セ
ミ
ナ
ー
』

■
開
催
日
時

　

９
月
10
日（
火
）
10
時
か
ら
11
時
30
分

■
場
所

　

メ
デ
ィ
カ
ル
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
Ｉ
Ｂ
会
議
室

■
テ
ー
マ　
「
生
活
習
慣
病
に
つ
い
て
」

　
【
内
容
】

　

・
高
血
圧
、
高
脂
血
症
・
糖
尿
病
と
は

　

・
生
活
習
慣
病
を
防
ぐ
食
生
活

　

・
Ｂ
Ｍ
Ｉ
測
定（
肥
満
度
チ
ェ
ッ
ク
）

　

・
肥
満
予
防
体
操

　
【
講
師
】

　

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
サ
ン
パ
テ
ィ
オ

　
（
ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

 

河
村　

貴
寿
先
生

　

管
理
栄
養
士 

北
牧
万
由
子
先
生

■
定
員　

30
名

■
参
加
費　

無
料

■
そ
の
他

※ 

参
加
さ
れ
た
方
に
は
サ
ン
パ
テ
ィ
オ
１

日
無
料
券
を
差
し
上
げ
ま
す
。

※ 

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
電
話
を
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

尚
、
受
付
期
限
は
前
日
の
９
日
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
が
先
着
30
名
の
定
員
と

な
り
次
第
、
受
付
は
終
了
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
せ
先
】

　

メ
デ
ィ
カ
ル
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
Ｉ
Ｂ

　

℡
２
２

－

０
１
２
２

　

平
日
８
時
30
分
～
17
時

　

土
曜
日
８
時
30
分
～
12
時

　

日
祝
日
休
み　
　

担
当　

安
江

◇
揖
斐
川
尚
和
園
へ

　

揖
斐
川
町
商
工
会
女
性
部
様

　

大
豆
ま
る
ご
と
ド
ー
ナ
ツ

　

市い
ち

田だ

セ
ツ
子
さ
ん（
清
水
）お
茶
の
葉

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

揖
斐
川
町
ふ
る
さ
と
基
金

　

小こ

寺で
ら

員か
ず

馬ま

さ
ん（
船
橋
市
）

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

広報いびがわが有料広告を
始めました!! 全戸配布の広
報誌だから効果はバツグン
お問い合せは役場政策広報
課へ

℡２２－２１１１
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快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

間
伐
材（
針
葉
樹
・
広
葉
樹
）を

買
取
り
し
ま
す

　

あ
な
た
の
山
に
間
伐
し
た
木
は
転
が
っ

て
い
ま
せ
ん
か
。
い
び
森
林
資
源
活
用
セ

ン
タ
ー
で
は
間
伐
材
を
買
取
り
し
ま
す
。

■
特
別
買
取
り
期
間

　

８
月
１
日
か
ら
平
成
26
年
１
月
31
日
午
前

９
時
か
ら
午
後
４
時（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

※ 

早
期
に
終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い

■
価
格

　

１
ト
ン
→
６
０
０
０
円（
地
域
通
貨
券
）

　

※ 

地
域
通
貨
券
は
揖
斐
川
町
の
商
工
会

加
盟
店
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

■
受
入
規
格

　

☆
針
葉
樹
・
広
葉
樹

　

☆
長
さ
１
ｍ
以
上
・
直
径
10
㎝
以
上

　

※ 

腐
り
木
・
枝
葉
・
根
株
・
建
築
廃
材

は
対
象
外
で
す

■
対
象
者

　

 

揖
斐
川
町
内
に
森
林
を
有
す
る
個
人
所
有

者（
当
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
持
込
み
く
だ
さ
い
）

【
買
取
り
場
所
・
お
問
い
合
せ
先
】

　

い
び
森
林
活
用
セ
ン
タ
ー
協
同
組
合

　

揖
斐
川
町
西
津
汲
３
９
８

－

１

　

℡
５
４

－

２
２
１
５

　今年度も、９月１日より「健康にこにこ運動」が始まります。近年、運動不足や食生活の欧米化など
によって生活習慣病が増加しています。生活に運動を取り入れて生活習慣病の予防や健康増進に努め
ましょう。

【実施方法】
①地域の保健推進員さんなどから記録表をもらいます。
②チャレンジ目標を決めます。健康に関することであれば、
　自由です。
　  < 例 > ・毎日、ウォーキングをする
 ・体操を毎日行う
 ・禁煙する
 ・野菜を毎日食べる

③ 記録表に１日あたりの歩数やチャレンジ目標の達成状況を記録します。できなくても、その理由を
記入しておきます。

④１ヶ月間でチャレンジ１回が終了です。記録表を提出してください。
⑤ ５回 (= ５ヶ月間 ) 達成で、「健康にこにこ運動達成証」授与とともに、お名前などを広報誌で紹介

します。 ※掲載可否については、確認させていただきます。

●にこにこ運動記録表の受け取り及び提出先
　　　・地区の保健推進委員
　　　・揖斐川保健センター
　　　・各振興事務所

●参加資格　　揖斐川町在住または在勤の１８歳以上の方

●実施期間　　９月１日（日）～平成２６年１月３１日（金）

　お問い合せ　揖斐川保健センター　℡２３－１５１１

テーマ 健康づくりにチャレンジしよう！

健康にこにこ運動がはじまります！



Public Information IBIGAWA 24

　強壮薬として用いられるオタネニンジン（朝鮮人参）や抗炎症作用の強いデンシチニンジン（田七人参）は中
国に分布し、また盛んに栽培される薬草の代表であるが、その仲間（ウコギ科）に所属するトチバニンジンは
日本に分布し、揖斐川町の樹林下、特に谷筋などの湿気の多い陰地に多く自生が見られます。高さ 50～ 80
センチの多年生の草本です。根茎が発達していて、毎年一個宛の割合で瘤が増えてゆきます。従って掘って
みると根茎の瘤が年数を表すので、その数でおよその経過年数が解ります。瘤が 15もあれば 15年はそこで
成長していたことになります。根茎の一端から春先になると茎が伸びてきます。茎の中程に小葉が 5～ 7枚
の掌状複葉が数枚輪生します。掌状複葉がトチノキの葉によく似ているのでトチバニンジンの名前が生まれ
ました。その輪生する葉の中央部から花茎が伸びてきます。花は散形花序に咲きます。果実は 7～ 8月頃に
赤い果実が結実します。果実の先端部には黒い班があるものもあって、特徴的です。
　薬用には根茎を用います。9～ 11 月頃になると地上部が枯れます。その頃に枯れた残茎をたよりに根茎
を掘り取ります。髭根を取り除き太い根茎のみを選んで水で洗います。ついで天日で十分乾燥させます。こ
のように調節した生薬を竹

チク

節
セツ

人
ニン

参
ジン

と呼びます。水洗いしてから輪切りにし乾燥させると早く干し上がります。
また輪切りにしてあるのでそのまま煎じることが可能です。
　竹節人参を煎じたものはやや苦味があります。健胃、去痰の作用があるため、胃のつかえ、消化不良、食
欲不振、気管支炎などに用います。竹節人参を刻み、一日量 3～ 6グラムに水 400 ～
500 ミリリットル加えて煎じます。約半量まで煮詰めて生薬残渣をこした煎じ液を一
日三回に分けて食間に服用します。作用が温和なので高齢者や病弱者でも服用します。
　トチバニンジン酒は堀たての根茎を用います。根茎をよく洗い、2～ 3センチに切
りその 200 グラムに砂糖 100 グラム、ホワイトリカ 1.8 リットルを加えて約 3～ 4ヶ
月冷暗所で熟成させます。淡い琥珀色にできあがります。夕食後に 20ミリリットル
を飲むと、咳止め、去痰、健胃整腸に効き目があります。
  （岐阜薬科大学名誉教授　水野瑞夫）

　

こ
の
度
、
次
の
方
が
長
寿
者
褒
賞
を

受
け
ら
れ
、
長
寿
の
お
祝
い
と
褒
賞
金

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

中
村　

良よ
し

子こ

さ
ん（
春
日
香
六
）

 

７
月
４
日（
木
）　

95
歳　

　

藤ふ
じ
は
ら原　

正ま
さ

身み

さ
ん（
春
日
小
宮
神
）

 

７
月
７
日（
日
）　

95
歳　

　

み
な
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で

長
生
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

林　

君
枝
さ
ん（
上
南
方
）

 

７
月
12
日（
金
）　

95
歳　

　

杉
田　

き
よ
さ
ん（
市
場
）

 

７
月
12
日（
金
）　

95
歳　

　

大
谷　

と
も
を
さ
ん（
市
場
）

 

７
月
12
日（
金
）　

95
歳　

トチバニンジン（ウコギ科）いびがわ　特産品シリーズ

寿
長
ご

さ
ん

今
月
の


